別紙
日本語 (にほんご)理解力 (りかいりょく)申告票 (しんこくひょう)
　　　　年　　月　　日
事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)の方 (かた)が作成 (さくせい)してください。または、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)の指示 (しじ)によらないで、外国人 (がいこくじん)が受講 (じゅこう)しようとする場合 (ばあい)には、本人 (ほんにん)が作成 (さくせい)してください。
⓵　受講者 (じゅこうしゃ)氏名 (しめい)
	


②　受講者 (じゅこうしゃ)の日本語 (にほんご)の理解力 (りかいりょく)について、当 (あ)てはまるものに〇を付 (つ)けてください。
	
	技能 (ぎのう)講習 (こうしゅう)で使 (つか)われるテキストの内容 (ないよう)が日本語 (にほんご)のままで分 (わ)かる

	
	専門用語 (せんもんようご)に振 (ふ)り仮名 (がな)（ルビ）があれば、技能 (ぎのう)講習 (こうしゅう)で使 (つか)われるテキストの内容 (ないよう)が分 (わ)かる

	
	専門用語 (せんもんようご)を解説 (かいせつ)する補助 (ほじょ)教材 (きょうざい)があれば、日本語 (にほんご)の講義 (こうぎ)で分 (わ)かる

	
	専門用語 (せんもんようご)について、母国語 (ぼこくご)等 (など)で説明 (せつめい)を受 (う)ければ、日本語 (にほんご)の講義 (こうぎ)でも分 (わ)かる

	
	母国語 (ぼこくご)等 (など)の通 (つう)訳者 (やくしゃ)がいないと、日本語 (にほんご)の講義 (こうぎ)は分 (わ)からない


③　受講者 (じゅこうしゃ)の日本語 (にほんご)能力 (のうりょく)の参考 (さんこう)となる資格 (しかく)などを書 (か)いてください
（例 (たと)えば：「日本語 (にほんご)能力 (のうりょく)試験 (しけん)Ｎ４に認定 (にんてい)された」など）
	



＊ここは登録 (とうろく)教習 (きょうしゅう)機関 (きかん)が記載 (きさい)しますので、何 (なに)も書 (か)かないでください。
	受講者の日本語の能力を踏まえた措置




